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第 1表は昭和 34年替年の卸売物価指数ー東京小売物価指数．がよび消資
者物価指数でふるが．昭和 34年容年についての消費者物価指数についての
詳細念分析が務 2表以下に収録されている．
第 2表は．各項目どとに平均値と st散なよび標準偏差を求めたものである，
平均僚は昭和 RO隼を 10 0とする指数で歩るが．震Lliが東京誌、よび大阪の
いずれ主わ本高い値をとるのは次のものである．
1. 1 宮山の平均値が最高の項包（ 1 1 :r員呂）
肉類．乳卵．野菜．加工食品．菓子果物．被服．光熱ー家具什器．交
通過信．文房具．たぽと
項目数は 2 3であるから．全項目のうち約半数はさ管UIの方が東京，大阪よ
り相対的K高〈左っているととになる．
宮山の平均値が東京．大阪のいずれよりも低いのは次のものである，
1. 2 宮山の平均値が最低の項目（ 7項目）
調味料．酒類．飲料．家賃地代．住宅修繕．水道料．修養娯楽
以上の 7項目のうち．家賃地代，住宅修繕．水道料の完項目は住居関係であ
って．最近の東京．大阪への人口集中の激しさから．当然のととである．ま
たー調味料．欽料．酒類幸子よび修養娯楽〈映！麗料金のウエイトが一番大きい〕
は趣味．噌好が多分に反映されるものであるが．とれらの値上りの程度が相
対的κ低いととは興味あるととである．
他の項目である穀類．魚介．乾物．保健衛生面教曹の 5項目は．相対的念
値上りの程度が東京と大阪の中間にあるものである．
3 4替年yr:1>~ ける各項目の指数の変化の程度は．分散億または標準偏差値
から知るととができる，分散値目平方根が標準偏差であるが，とれらの値が
小さい寝．変化の程度が少念かったわけである．われわれは．魚介与野菜．
菓子果物．飲料．光熱．家賃地代．水道料の仔散が．東京，大阪に比ベヤ浮い
ーら守一
常に大きいのに気がつく，家賃地代と水道料は特殊念事情を認めるとしても
他の項目がとれほど陀変動が激しいという ζ とは．配給機構K問題があるの
かもしれ念い．変動が激しいというととは．そうでない場合K比べて．物価
高の心的印象の重著書宏一原国となるものである．王子散が東京．大阪のいずれ
よりも低いのは．調味料と修養娯楽の 2項目 Kすぎない a とのととは平均値
についてのべ？とと同様κー宮山の趣味．噌好の反醗であろう，
第 R表は．大項目の間の相関の程度を計算したもので．表の数字は．その
数字K対応、する縦欄の項目と横欄の項 gの聞の相関係数である a マイナスの
符号についているのは逆の相関関係を示している，常山についていうと．被
服．光熱‘住居の間にはそれぞれ相関があると認められるが．食料と偽の項
目の開にはさg 関があるとは考えられ~ 0 0 もっとも．食料については小項目
をとって計算すれば，違った結果が国て〈るであろう。ととろが．東京では．
食料と被服ーなよび被服と住居の聞に相関が認められ，大阪では食料と住居．
がよび被股と住居 7まらびに雑費の間 K相関が認められる，もちろん．とれら
の相関のある項目について s 一方が因であり．他方が果であったというべき
ものでは左いョ物価K変化を与える左んらかの事態の変化があって． ζの事
態からの影響の受け方が平行的で歩れば．荷項目の間の相関が強〈あらわれ
ると見るべきである，したがって．上記の各都市Kついて見られる棺遣は．
それぞれの経済構造の差をまhらわすとみるべきである．年度をさらにさかの
ぼり．かつ．都市の数を増やすととによってわれわれは．宮山の経済構造を
かなり良〈浮彫りする ζ とができょうが‘そのよう念作業は次の機会に廻す
ととにする，
第 4表は．主たる項目について．各都市開の相関の程度を計算したもので
ある a総合についての相関係数からかるよう κ．一般的には宮山は東京の影
響下にあるといってよい．宮山は大阪の影響はほとんど受け左いといっても
良いのである，えだし．細目では．穀物の物価は東京とは無関係といっても
よいが．大阪では最低限度の関係はありそうκ思われ．飲料ではほとんど大
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阪の支配下Kあり．被服でも大阪の物価の動きの方K引きずられるといえる．
食料．被服．光熱．住居．雑費の 5大項目でいうと．食料は都市聞の相関は
認められず．被服と住居は富山と間都市の相関はかなり強い，しかも被服は
雪山と大阪．住居は宮山と大阪の方が£り強いが．住居については東京と大
阪の間はさら K強いのであるから a 宮山が東京の影響をより強〈受けたとい
うのは適切で念いであろう，同様の事情は雑費と光熱についてもあてはまる．
第 4表のようを仔析についても．さらに年度をさかのぼり．都市の数を増や
すととによって．富山の経済繕迭をより明らかにするととができょうが．次
の機会に．より詳細友好析を報告するととにする．
（柴田 裕．飯原康雄）
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(1) 日本銀行経済統計月報
(2）総理府統計月報
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第 5 表 （各項目間の相関〕
宮山
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第 4 表 （各項目どとの各都市聞の相関）
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